
「
文
化
芸
術
振
興
」
、
「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
、
そ
し
て
そ
の
先
へ

１
－
文
化
芸
術
施
策
の
法
的
根
拠
（
注
１
）

　
　
経
済
的
、
物
質
的
な
豊
か
さ
を

　
追
い
求
め
た
高
度
経
済
成
長
期
を

　
経
て
、
文
化
的
、
精
神
的
な
豊
か

　
さ
を
求
め
る
時
代
を
迎
え
て
久
し

　
い
が
、
文
化
芸
術
を
創
造
し
、
享

　
受
し
、
文
化
的
な
環
境
の
中
で

　
生
き
る
喜
び
を
見
出
す
こ
と
は
、

　
人
々
の
変
わ
ら
な
い
願
い
で
あ

　
る
。
ま
た
文
化
芸
術
は
、
人
々
の

　
創
造
性
を
は
ぐ
く
み
、
そ
の
表
現

　
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
多
様
性

　
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
心

　
豊
か
な
社
会
を
形
成
す
る
も
の
で

　
あ
る
（
注
２
）
。

　
　
し
か
し
近
年
は
、
「
福
祉
か
、
文

　
化
か
」
と
い
う
択
一
的
な
議
論
な

ど
が
新
聞
紙
上
を
賑
わ
す
（
注
３
）

　
な
ど
、
文
化
芸
術
を
公
共
施
策
の

　
中
で
優
先
度
、
緊
急
度
の
低
い
も

　
の
と
位
置
付
け
る
よ
う
な
風
潮
が

　
あ
る
。

　
　
そ
こ
で
第
１
章
で
は
、
平
成
1
3

　
年
に
制
定
さ
れ
た
文
化
芸
術
振
興

　
基
本
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
「
文

　
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
」
に
よ
っ
て
、
文
化
芸
術

は
公
共
施
策
と
し
て
法
的
に
明
確

な
位
置
付
け
が
与
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
、
歴
史
的
経
緯
を
含
め
て

確
認
し
た
い
。

①
近
代
法
以
降
の
枠
組
み

　
開
国
後
の
近
代
国
家
建
設
期
は

欧
化
主
義
的
視
点
か
ら
の
文
化
芸

術
施
策
が
採
ら
れ
て
い
た
時
代
で

も
あ
っ
た
が
、
一
般
市
民
の
文
化

芸
術
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
お
い
て
、

言
論
、
著
作
の
自
由
な
ど
、
文
化

に
関
す
る
一
定
の
権
利
規
定
は
あ

る
も
の
の
、
「
法
律
の
範
囲
内
に
於

い
て
」
と
い
う
留
保
が
さ
れ
、
か

つ
、
国
家
権
力
に
よ
り
容
易
に
統

制
可
能
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
た
（
注
４
）
。

　
そ
の
後
、
二
度
に
わ
た
る
世
界

的
な
国
家
間
の
武
力
衝
突
を
経

て
、
1
9
4
8
年
の
「
世
界
人
権

官
言
」
で
は
文
化
に
関
す
る
権
利

が
明
示
さ
れ
（
注
５
）
、
日
本
に

お
い
て
も
、
憲
法
に
お
い
て
「
表

現
の
自
由
」
を
確
保
す
る
と
い
う
、

自
由
権
的
文
化
権
が
規
定
さ
れ
た

（
注
６
）
。

　
個
別
法
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、

文
化
芸
術
は
地
方
教
育
行
政
法
、

社
会
教
育
法
、
博
物
館
法
な
ど
の

教
育
法
体
系
の
中
に
お
い
て
「
学

び
、
育
て
る
」
も
の
と
し
て
捉
え

ら
れ
、
昭
和
2
5
年
の
文
化
財
保
護

法
制
定
、
昭
和
4
3
年
の
文
化
庁
創

設
な
ど
、
国
と
し
て
の
文
化
芸
術

施
策
の
必
要
性
は
認
め
つ
つ
も
、

そ
の
中
心
は
文
化
財
保
護
と
い
う

時
代
が
長
ら
く
続
い
た
。

②
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の
制
定

　
そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
期
を

経
て
、
モ
ノ
に
対
す
る
豊
か
さ
が

満
た
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
「
心
の

豊
か
さ
を
求
め
る
」
時
代
が
到
来

し
、
平
成
８
年
、
当
時
の
総
務
庁

行
政
監
察
局
よ
り
芸
術
文
化
の
振

興
に
関
す
る
法
整
備
の
必
要
性
等

の
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

平
成
1
3
年
、
議
員
立
法
に
よ
り
、

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
（
以
下
「
基

本
法
」
と
い
う
。
）
が
制
定
さ
れ
た
。

　
基
本
法
の
最
大
の
特
徴
は
、
文

化
芸
術
を
創
造
す
る
「
自
由
権
」

と
文
化
芸
術
を
享
受
す
る
「
社
会

権
」
を
法
律
レ
ベ
ル
で
具
体
化
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
（
注
７
）
。

　
基
本
法
に
は
、
文
化
芸
術
の
創

造
・
享
受
に
関
す
る
権
利
を
含
む

８
つ
の
基
本
理
念
に
基
づ
い
て
国
、

地
方
公
共
団
体
の
責
務
が
規
定
さ

れ
（
注
８
）
、
基
本
法
第
７
条
第

１
項
に
お
い
て
は
、
国
の
責
務
の

具
体
的
内
容
と
し
て
、
文
化
芸
術

の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

を
定
め
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
平
成
1
4
年
1
2
月
に
第
１
次
の
、

平
成
1
9
年
２
月
に
第
２
次
の
基
本

方
針
が
定
め
ら
れ
た
が
、
文
化
庁

予
算
額
が
、
平
成
1
2
年
度
以
降
、

国
の
一
般
会
計
全
体
が
大
幅
に
縮

減
（
対
前
年
▲
３
％
の
減
）
し
た

平
成
1
8
年
度
を
除
き
、
一
貫
し
て

増
額
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
少

な
く
と
も
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て

は
、
基
本
法
は
文
化
芸
術
施
策
の

法
的
根
拠
と
し
て
確
立
し
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

執
筆小

島
　
寿
也

市
民
活
力
推
進
局

文
化
振
興
課
担
当
係
長

（
注
１
）

本
章
の
執
筆
に
際
し
て
、
『
文
化
政
策
学

法
・
経
済
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
（
後
藤
和
子
編
、

平
成
十
三
年
、
有
斐
閣
）
を
参
考
と
し
た
。

（
注
２
）

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
（
平
成
十
三
年
十
二

月
、
法
律
第
一
四
八
号
）
前
文
よ
り

（
注
３
）

国
内
屈
指
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
あ
る
滋
賀
県
立

芸
術
劇
場
「
び
わ
湖
ホ
ー
ル
」
を
巡
る
一
連
の

報
道
の
中
で
、
評
論
家
の
山
崎
正
和
氏
は
「
福

祉
か
文
化
か
、
と
い
う
二
者
択
一
を
迫
っ
た
今

回
の
騒
動
が
、
他
の
公
共
ホ
ー
ル
運
営
に
及
ぼ

す
悪
影
響
が
心
配
」
と
述
べ
て
い
る
（
平
成

二
十
年
四
月
三
日
付
読
売
新
聞
文
化
面
）
。

（
注
４
）
大
日
本
帝
国
憲
法

第
二
十
九
条
　
日
本
臣
民
ハ
法
律
ノ
範
囲
内
二
於

テ
言
論
著
作
印
行
集
会
及
結
社
ノ
自
由
ヲ
有
ス

第
三
十
一
条
　
本
章
二
掲
ケ
タ
ル
条
規
ハ
戦
時
又

ハ
国
家
事
変
ノ
場
合
二
於
テ
天
皇
大
権
ノ
施
行
ヲ

妨
ク
ル
コ
ト
ナ
シ

（
注
５
）
世
界
人
権
宣
言

第
二
十
七
条

一
　
す
べ
て
人
は
、
自
由
に
社
会
の
文
化
生

活
に
参
加
し
、
芸
術
を
鑑
賞
し
、
及
び
科
学
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２

地
方
公
共
団
体
の
政
策
と
し

て
の
文
化
芸
術
振
興

①
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
「
文

　
化
行
政
」
の
隆
興
（
注
９
）

　
第
二
次
大
戦
後
の
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
文
化
芸
術
施
策
は
、

文
部
省
（
当
時
）
の
所
管
す
る
個

別
法
に
よ
り
教
育
委
員
会
が
執
行

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
権
か

ら
一
定
の
距
離
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
昭
和
4
7
年
８

月
、
大
阪
府
に
設
置
さ
れ
た
「
大

阪
文
化
振
興
研
究
会
」
を
契
機
と

し
て
、
昭
和
4
8
年
に
大
阪
府
の
知

事
部
局
に
文
化
振
興
室
が
設
け
ら

れ
、
こ
れ
を
端
緒
と
し
て
、
関
西

の
府
県
を
中
心
に
文
化
行
政
を
教

育
委
員
会
か
ら
首
長
部
局
へ
と
移

管
す
る
動
き
が
現
れ
始
め
た
。

　
こ
れ
ら
の
部
局
が
首
長
部
局
に

置
か
れ
た
の
は
、
教
育
委
員
会
の

所
管
と
な
る
社
会
教
育
行
政
の
範

躊
を
超
え
て
首
長
部
局
が
独
自
に

文
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
「
地
方

の
時
代
」
を
具
現
化
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
（
注
1
0
）
。

　
ま
た
こ
れ
ら
の
部
局
が
、
単
に

文
化
芸
術
の
振
興
や
、
文
化
活
動

へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
施

設
整
備
な
ど
「
文
化
行
政
」
を
担

う
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
施

策
を
担
う
行
政
そ
の
も
の
に
つ
い

て
、
「
縦
割
り
」
「
前
例
踏
襲
」
と

い
っ
た
あ
り
よ
う
を
変
え
る
「
行

政
の
文
化
化
」
を
担
う
総
合
調
整

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
た
こ
と
も
、
首
長
部
局
に
置
か

れ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
、
昭
和
5
0
年
代
後
半
に

は
「
文
化
の
た
め
の
Ｉ
％
シ
ス
テ

ム
」
な
ど
、
多
様
な
文
化
施
策
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

一
方
で
「
行
政
の
文
化
化
」
の
理

念
は
薄
れ
、
「
文
化
行
政
」
、
し
か

も
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
高
く
成
果
が

目
に
見
え
る
、
美
術
館
、
公
共
文

化
ホ
ー
ル
な
ど
の
文
化
施
設
の
整

備
が
主
と
な
っ
た
。

②
横
浜
市
に
お
け
る
文
化
芸
術
行

　
政
の
歩
み

　
戦
後
か
ら
昭
和
6
0
年
代
へ

　
横
浜
市
に
お
い
て
も
、
戦
後
し

ば
ら
く
の
間
、
文
化
芸
術
行
政
を

所
管
す
る
部
局
は
教
育
委
員
会
で

あ
り
、
社
会
教
育
事
業
と
し
て
、

現
在
で
も
続
く
「
横
浜
美
術
協
会
」

「
横
浜
交
響
楽
団
」
「
横
浜
華
道
協

会
」
「
横
浜
能
楽
連
盟
」
「
横
浜
書

作
協
会
」
「
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
連

盟
」
「
横
浜
音
楽
協
会
」
な
ど
、
市

民
自
ら
が
行
う
、
文
化
的
欲
求
を

実
現
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
た

ほ
か
、
昭
和
4
9
年
に
開
館
し
た
教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て

「
招
待
国
際
ピ
ア
ノ
演
奏
会
」
「
今

日
の
作
家
展
」
な
ど
の
普
及
事
業

を
展
開
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
全
国
的
な
「
文
化
行
政
」

の
展
開
に
合
わ
せ
て
、
昭
和
5
4
年
、

企
画
調
整
局
（
当
時
）
　
へ
の
文
化

問
題
等
担
当
副
主
幹
（
課
長
級
）

配
置
、
昭
和
5
6
年
の
文
化
行
政
担

当
主
幹
（
部
長
級
）
配
置
を
経
て
、

昭
和
5
7
年
、
市
民
局
（
当
時
）
に

市
民
文
化
室
が
設
置
さ
れ
た
。

　
当
時
の
文
化
芸
術
行
政
の
理
念

を
「
よ
こ
は
ま
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
」

（
昭
和
5
6
年
1
2
月
）
か
ら
読
み
取
る

と
、
「
第
１
章
　
心
豊
か
な
市
民
」

「
第
２
節
　
豊
か
な
市
民
文
化
の

創
造
」
に
お
い
て
、
「
市
民
生
活
の

重
点
が
経
済
的
側
面
か
ら
生
活
全

般
の
質
的
向
上
、
特
に
文
化
的
側

面
の
重
視
へ
と
移
行
し
て
い
る
」

（
動
向
と
課
題
）
こ
と
か
ら
、
「
芸

術
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
整

備
し
、
精
神
的
に
充
実
し
た
市
民

生
活
の
実
現
を
め
ざ
す
」
（
長
期
目

標
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
施
策

に
お
い
て
も
「
場
の
整
備
」
と
し

て
、
市
民
文
化
会
館
関
内
ホ
ー
ル

（
昭
和
6
1
年
度
開
館
）
、
横
浜
美
術

館
（
平
成
元
年
度
開
館
）
、
旭
区
民

文
化
セ
ン
タ
ー
（
平
成
２
年
度
開

館
）
な
ど
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
た
。

　
平
成
初
期

　
市
民
文
化
室
は
平
成
３
年
に
市

民
文
化
部
へ
と
改
組
さ
れ
、
そ
の

後
、
平
成
４
年
に
文
化
事
業
実
施

に
関
す
る
業
務
が
、
平
成
５
年
に

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
関
す
る
業
務

が
、
そ
れ
ぞ
れ
教
育
委
員
会
か
ら

移
管
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
平
成
３
年
７
月
に
は
、

文
化
施
設
の
運
営
等
を
担
う
財
団

法
人
横
浜
市
文
化
振
興
財
団
（
当

時
）
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
「
横

潰
ジ
ャ
ズ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
「
フ
ラ

ン
ス
映
画
祭
」
な
ど
の
実
施
主
体

と
な
り
、
横
浜
市
独
自
の
文
化
事

業
が
展
開
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
平
成
９
年
３
月
に
提
言

さ
れ
た
「
横
浜
市
芸
術
文
化
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、
「
緊
急
的
・

優
先
的
課
題
と
解
決
の
方
向
」
と

し
て
「
市
民
が
芸
術
文
化
に
親
し

む
た
め
に
、
今
、
何
を
す
べ
き

か
、
何
か
で
き
る
か
」
（
具
体
的
に

は
「
市
民
に
よ
る
芸
術
文
化
創
作

活
動
へ
の
支
援
」
「
芸
術
文
化
の
鑑

賞
へ
の
支
援
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
）
、
「
芸
術
家
が
活
動
し
や
す
い

街
に
す
る
た
め
に
、
今
、
何
を
す

べ
き
か
、
何
か
で
き
る
か
」
（
具
体

的
に
は
「
芸
術
家
へ
の
支
援
の
取

組
」
「
芸
術
家
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

活
動
拠
点
を
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
）
、
「
芸
術
文
化
を
支
え
る
継
続

的
な
仕
組
み
を
」
「
横
浜
芸
術
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
2
0
0
1
年

開
催
を
」
と
い
っ
た
４
項
目
の
提

言
が
さ
れ
て
い
る
。

　
提
言
は
、
単
に
芸
術
文
化
に
親

し
む
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
支
え

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
支
援
に
踏

み
込
ん
だ
こ
と
で
、
文
化
芸
術
行

政
の
新
た
な
展
開
を
示
し
た
も
の

と
評
価
で
き
、
こ
の
時
期
に
お
い

て
「
市
民
文
化
」
か
ら
「
文
化
芸

術
振
興
」
へ
と
施
策
が
展
開
し
て

の
進
歩
と
そ
の
恩
恵
と
に
あ
ず
か
る
権
利

を
有
す
る
。

二
　
す
べ
て
人
は
、
そ
の
創
作
し
た
科
学

的
、
文
学
的
又
は
美
術
的
作
品
か
ら
生
ず

る
精
神
的
及
び
物
質
的
利
益
を
保
護
さ
れ

る
権
利
を
有
す
る
。

（
注
６
）
日
本
国
憲
法

第
二
十
一
条
　
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、

出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ

れ
を
保
障
す
る
。

（
注
７
）

基
本
法
第
二
条
（
基
本
理
念
）
第
三
項
で

は
「
文
化
芸
術
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、

文
化
芸
術
を
創
造
し
、
享
受
す
る
こ
と
が

人
々
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
権
利
で
あ
」
り
、

「
国
民
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら

ず
等
し
く
、
文
化
芸
術
を
鑑
賞
し
、
こ
れ

に
参
加
し
、
又
は
こ
れ
を
創
造
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
が
図
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
注
８
）

基
本
法
第
三
条
に
は
国
の
責
務
と
し
て
文

化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

に
策
定
、
実
施
す
る
こ
と
が
、
第
四
条
で

は
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
し
て
国
と
連

携
し
地
域
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
、

実
施
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
９
）

本
章
の
執
筆
に
際
し
て
、
『
新
市
民
時
代
の

文
化
行
政
　
文
化
・
自
治
体
・
芸
術
・
論
』

（
中
川
幾
郎
、
平
成
七
年
、
公
人
の
友
社
）
『
文

化
行
政
と
ま
ち
づ
く
り
』
（
田
村
明
・
森
啓

編
、
時
事
通
信
社
）
を
参
考
と
し
た
。

（
注
1
0
）

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
に
全
国
文
化
行
政

連
絡
会
議
、
神
奈
川
県
ほ
か
の
主
催
で
開

催
さ
れ
た
全
国
文
化
行
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
「
自
治
と
文
化
－
地
方
の
時
代
を
め
ざ

し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
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い
っ
た
状
況
を
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
こ
の
提
言
を
踏
ま
え
た
「
ゆ
め

は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
５
か
年

計
画
（
平
成
９
年
５
月
）
に
お
け

る
「
世
界
に
開
か
れ
た
芸
術
文
化

都
市
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
か
ら

は
、
文
化
芸
術
を
都
市
の
魅
力
の

一
つ
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
意

欲
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
肝
心
の
プ

ラ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
横
浜

国
際
芸
術
劇
場
や
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
構
想
の
検
討
」
な
ど
、
「
場

の
整
備
」
の
範
躊
に
止
ま
っ
て
い

る
と
の
見
方
も
で
き
よ
う
。

３

文
化
芸
術
施
策
の
新
た
な
展
開

文
化
芸
術
の
「
創
造
性
」
を

活
か
し
た
都
市
施
策

①
都
市
再
生
ツ
ー
ル
と
し
て
の
文
化
芸
術

　
文
化
芸
術
は
、
人
々
に
感
動
を

与
え
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

と
い
う
意
味
で
、
最
も
鮮
や
か
に

創
造
性
が
発
露
さ
れ
る
分
野
で
あ

る
。
こ
の
「
創
造
性
」
を
拠
り
所

と
し
て
、
都
市
の
抱
え
る
多
様
な

課
題
に
対
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

解
決
の
方
向
性
を
見
出
そ
う
と
す

る
概
念
と
し
て
「
創
造
都
市
」
が

提
唱
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
、

都
心
部
活
性
化
に
向
け
て
、
文
化

芸
術
施
策
を
ま
ち
づ
く
り
施
策
、

産
業
振
興
施
策
と
一
体
的
に
展
開

す
る
都
市
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
「
文
化

芸
術
創
造
都
市
」
が
提
言
さ
れ
た

（
注
1
1
）
。

　
「
創
造
都
市
」
と
従
来
の
文
化
芸

術
行
政
と
の
大
き
な
違
い
は
、
文

化
芸
術
を
施
策
の
最
終
目
標
と
し

て
の
み
位
置
付
け
ず
、
都
市
再
生

と
い
う
施
策
目
標
に
至
る
手
段
と

し
て
位
置
付
け
た
こ
と
、
そ
の
た

め
の
具
体
的
施
策
も
、
「
場
の
整

備
」
の
み
で
な
く
既
存
施
設
、
従

来
は
文
化
的
活
用
を
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
歴
史
的
建
造
物
な
ど
に

お
け
る
ソ
フ
ト
施
策
に
着
目
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
提
言
を
受
け
て
文
化
芸
術

行
政
は
新
た
な
展
開
を
図
る
こ
と

と
な
り
、
平
成
1
6
年
、
文
化
芸
術

都
市
創
造
事
業
本
部
（
第
１
期
事

業
本
部
）
が
設
置
さ
れ
、
他
稿
に

詳
説
さ
れ
る
と
お
り
、
多
様
な
創

造
都
市
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
平
成
1
8
年
３
月
、
基
本
法
に

お
け
る
国
の
基
本
方
針
に
該
当
す

る
本
市
の
文
化
芸
術
方
針
と
し
て

「
横
浜
市
の
文
化
芸
術
政
策
に
関

す
る
中
期
的
方
針
」
（
以
下
「
中
期

的
方
針
」
と
い
う
。
）
を
と
り
ま
と

め
た
（
注
1
2
）
。

　
平
成
1
8
年
４
月
、
第
１
期
事
業

本
部
を
構
成
す
る
文
化
政
策
課
、

創
造
都
市
推
進
課
は
、
「
文
化
芸
術

の
創
造
性
を
都
心
部
活
性
化
に
活

用
す
る
」
創
造
都
市
推
進
課
、
「
市

民
の
身
近
な
地
域
で
の
文
化
芸
術

活
動
を
支
援
す
る
」
文
化
振
興
課

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
開
港
１
５
０

周
年
・
創
造
都
市
事
業
本
部
（
第

２
期
事
業
本
部
）
、
市
民
活
力
推
進

局
に
設
置
さ
れ
た
。

②
地
域
に
お
け
る
文
化
芸
術
施
策
の
展
開

　
局
再
編
成
に
よ
っ
て
文
化
振
興

課
は
、
中
期
的
方
針
に
お
け
る
「
文

化
芸
術
に
お
け
る
市
民
と
の
協
働

の
推
進
」
「
創
造
性
を
育
む
機
会
の

創
出
」
を
担
う
組
織
と
し
て
活
動

を
始
め
た
。

　
平
成
1
8
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た

横
浜
市
の
基
本
構
想
（
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
）
で
は
、
横
浜
の
め
ざ
す

べ
き
都
市
像
と
し
て
「
市
民
力
と

創
造
力
に
よ
り
新
し
い
『
横
浜
ら

し
さ
』
を
生
み
出
す
都
市
」
が
掲

げ
ら
れ
、
市
民
の
活
力
と
知
恵
の

結
集
で
あ
る
「
市
民
力
」
と
、
地

域
の
魅
力
と
創
造
性
の
発
揮
で
あ

る
「
創
造
力
」
が
、
こ
の
都
市
像

の
推
進
力
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
同
年
1
2
月
の
横
浜
市
中
期
計

画
に
お
い
て
は
、
「
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
市
民
力
、
創
造
力

育
成
」
「
地
域
特
性
を
生
か
し
た
文

化
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と

い
う
重
点
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
。

ｉ
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

　
市
民
力
、
創
造
力
育
成

　
市
民
の
文
化
力
の
向
上
の
た
め

に
、
柔
軟
な
感
性
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
に
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
す
。
そ
こ
で
、
横
浜

の
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

創
造
性
を
育
む
た
め
、
子
ど
も
た

ち
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
と
も
に
芸

術
文
化
活
動
を
学
校
で
直
接
体
験

す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
間
関
係
を
築
く
た
め

の
ス
キ
ル
や
自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
る
力
を
養
っ
て
い
く
「
芸
術
文

化
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
平
成

1
6
年
度
よ
り
試
行
実
施
し
、
平
成

1
8
年
度
か
ら
は
中
期
計
画
重
点
事

業
と
し
て
本
格
的
に
展
開
し
て
い

る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
と
し
て
は
、

木
炭
を
用
い
た
子
ど
も
た
ち
同
士

の
似
顔
絵
作
品
づ
く
り
、
友
達
と

協
力
し
な
が
ら
表
現
す
る
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
日
本
の
伝

統
楽
器
「
筝
」
の
演
奏
な
ど
、
主

に
体
験
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
心
が
け
て
い
る

（
写
真
１
）
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
も
、
実
際
に
活
躍
し
て
い

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
直
接
指
導

を
受
け
る
と
い
う
日
頃
で
き
な
い

体
験
が
よ
い
思
い
出
と
な
っ
た
、

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
概
ね
好
評
で
あ
る
。

ｉ
地
域
特
性
を
活
か
し
た
文
化
芸

　
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
文
化
芸
術
の
発
想
の
自
由
さ
、

独
創
性
、
世
代
を
超
え
た
共
通
性

な
ど
の
特
徴
を
、
地
域
的
な
課
題

を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
用
い
る

「
文
化
芸
術
の
創
造
性
を
活
か
し

（
注
1
1
）

「
文
化
芸
術
創
造
都
市
－
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
形
成
に
向
け
た
提
言
」

（
平
成
十
六
年
一
月
、
文
化
芸
術
・
観
光
振

興
に
よ
る
都
心
部
活
性
化
検
討
委
員
会
）

（
注
1
2
）

中
期
的
方
針
に
お
い
て
は
、
次
の
５
つ
の

基
本
方
針
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
１
　
創
造
の
場
と
機
会
を
充
実
し
、
都
市

と
し
て
の
個
性
を
創
出
し
、
世
界
に
発
信

し
ま
す
」

「
２
　
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
と
創
造

的
産
業
の
集
積
を
図
り
、
都
市
の
活
力
を

高
め
ま
す
」

「
３
　
文
化
芸
術
に
お
け
る
市
民
と
の
協
働

を
推
進
し
、
新
た
な
地
域
社
会
を
形
成
し

ま
す
」

「
４
　
創
造
の
担
い
手
づ
く
り
に
投
資
し
ま
す
」

「
５
　
魅
力
あ
る
地
域
資
源
等
を
活
か
し
た

文
化
基
盤
を
整
備
し
ま
す
」

写真１　芸術文化教育プログラム推進事業
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た
地
域
づ
く
り
事
業
」
を
、
平
成

　
1
8
年
度
よ
り
文
化
振
興
課
、
財
団

法
人
横
浜
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
、

各
区
役
所
と
の
協
働
に
よ
っ
て
推

進
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
「
音
楽
を
用
い
た

多
文
化
交
流
」
「
福
祉
施
設
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
」
「
商
店
街
の
魅
力
再

発
見
」
な
ど
、
文
化
芸
術
を
社
会

的
共
生
（
「
ソ
ー
シ
ヤ
ル
・
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
）
、
世
代
間
交
流
、

地
域
商
業
振
興
な
ど
の
課
題
を
解

決
す
る
手
法
と
し
て
活
用
す
る
も

の
で
あ
る
（
表
１
、
写
真
２
）
。

ⅲ
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
文
化

　
芸
術
活
動
の
支
援

　
さ
ら
に
平
成
2
0
年
度
か
ら
は
、

市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
自
ら
主
体
的

に
取
り
組
む
地
域
ア
ー
ト
活
動
に

対
す
る
支
援
策
と
し
て
、
「
横
浜

ア
ー
ト
サ
イ
ト
連
携
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
地
域
の
歴
史
や
自
然
、
街
並
み

な
ど
の
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用

し
て
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
展
開
す

る
ア
ー
ト
活
動
を
「
ア
ー
ト
サ
イ

ト
」
と
名
付
け
、
横
浜
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
2
0
0
8
の
開
催
年
に
タ

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
、
こ
れ
ら
の

ア
ー
ト
サ
イ
ト
を
一
体
的
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
様
々

な
地
域
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
既
に
1
0
年
間
の
実
績
を
も
つ
金

沢
区
、
緑
区
の
ア
ー
ト
サ
イ
ト
に

加
え
、
今
年
度
新
た
に
青
葉
区
、

栄
区
で
ア
ー
ト
サ
イ
ト
を
立
ち
上

げ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
契
機
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、

住
民
が
自
ら
の
街
の
魅
力
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、
新
た
な
ア
ー
ト
サ
イ
ト
が
市

内
各
地
に
さ
ら
に
誕
生
す
る
こ
と

で
、
横
浜
の
「
住
み
た
く
な
る
ま

ち
」
「
暮
ら
し
た
く
な
る
ま
ち
」
と

い
う
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
、
価
値
が

さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
を
も
期
待
さ

れ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
「
文

化
芸
術
創
造
都
市
」
を
市
民
が
身

近
に
感
じ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。

４

都
市
政
策
か
ら
社
会
政
策
へ

～
文
化
芸
術
と
福
祉
、

環
境
、
教
育
…

　
こ
の
よ
う
に
本
市
に
お
け
る
文

化
芸
術
施
策
は
、
第
二
次
大
戦
後

の
団
体
支
援
、
昭
和
5
0
年
代
か
ら

平
成
初
期
に
か
け
て
の
施
設
整
備

を
経
て
、
近
年
の
「
中
期
的
方
針
」

等
に
基
づ
く
創
造
都
市
施
策
へ
と

つ
な
が
っ
て
き
た
。

　
そ
し
て
今
、
文
化
芸
術
の
創
造

性
を
活
か
し
て
、
「
ま
ち
づ
く
り
」

「
産
業
振
興
」
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま

で
の
都
市
再
生
的
な
課
題
だ
け
で

な
く
、
福
祉
、
環
境
、
教
育
な
ど
、

地
域
に
お
け
る
多
様
な
課
題
の
解

決
へ
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
従
来
の
「
創
造
都
市
」
が

意
味
す
る
、
「
文
化
芸
術
の
創
造
性

に
よ
る
都
市
再
生
」
と
い
う
枠
を
超

え
た
新
た
な
展
開
で
あ
ろ
う
。

　
創
造
都
市
施
策
を
所
管
す
る

「
創
造
都
市
推
進
課
」
、
地
域
文
化

振
興
施
策
を
所
管
す
る
「
文
化
振

興
課
」
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
も
、

文
化
芸
術
の
創
造
性
を
多
岐
に
わ

た
る
分
野
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し

な
が
ら
活
用
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
何
ら
か
の
再
編
が
必
要

と
な
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
の
取
組
の
担
い

手
に
つ
い
て
も
、
同
時
代
の
芸
術

表
現
を
志
向
す
る
美
術
作
家
、
音

楽
家
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン

サ
ー
な
ど
は
、
何
年
も
前
か
ら
自

ら
の
表
現
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

「
ま
ち
」
を
選
び
始
め
て
お
り
、
地

域
に
お
い
て
課
題
を
抱
え
る
市
民

が
、
こ
れ
ら
の
「
ま
ち
に
出
た
ア
ー

ト
」
と
出
会
い
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
結
び
付
い
て
い
る
事

例
も
多
く
見
ら
れ
る
（
注
1
3
）
こ

と
か
ら
、
文
化
芸
術
の
創
造
性
を

活
か
す
主
体
と
し
て
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
る
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
今
後
も
、
市
民
が
文

化
芸
術
を
創
造
し
、
享
受
す
る
こ

と
は
文
化
芸
術
施
策
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
が
、
そ
の
創
造
性
を
多

様
な
課
題
解
決
に
活
か
す
「
社
会

的
活
用
」
は
、
そ
の
効
用
が
広
く

社
会
全
般
に
及
ぼ
さ
れ
る
と
い
う

表１　文化芸術の創造性を活かした地域づくり事業　平成19年度実施事業

意
味
で
、
厳
し
い
経
済
情
勢
下
に

お
い
て
も
行
政
が
文
化
芸
術
施
策

を
展
開
す
る
意
味
を
与
え
る
。
言

い
換
え
る
と
、
文
化
芸
術
施
策
は

社
会
全
般
に
わ
た
っ
て
文
化
芸
術

の
創
造
性
を
展
開
す
る
も
の
で
は

な
い
か
。

　
既
に
文
化
芸
術
行
政
の
現
場
で

展
開
さ
れ
る
、
「
創
造
都
市
」
の
先

に
位
置
す
る
も
の
は
、
講
学
上
ど

の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
我
々
は
、
数
十
年
の
歴
史
を

遡
っ
た
「
行
政
の
文
化
化
」
に
市

民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
交
え
た
、
新
た

な
概
念
に
よ
り
展
開
さ
れ
る
こ
と

を
予
感
し
て
い
る
。

写真２　地域づくり事業

『
社
会
と
ア
ー
ト
の
え
ん
む
す
び
1
9
9
6

－
2
0
0
0
　
つ
な
ぎ
手
た
ち
の
実
践
』

（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
2
0
0
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会
発
行
）
な
ど
を
参
照
。
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（
注
1
3
）


	page1
	page2
	page3
	page4

